
第12回 在宅あるある会

アンケート結果

令和7年8月19日(火) 開催

参加者 82人
回答者 45人
回答率 54.8％

問1 該当する所属機関を1つだけお選び下さい。 問2 所属機関の地域を教えてください。

病院

9人

(20.0%)

クリニック(医科)

3人

(6.7%)

薬局

6人

(13.3%)

訪問看護ステーション

6人

(13.3%)

居宅介護支援事業所

15人

(33.3%)

介護サービス事業所

1人

(2.2%)

介護施設・生活施設

2人

(4.4%)

行政機関

3人

(6.7%)

苫小牧市

44人

(97.8%)

千歳市

1人

(2.2%)

問3 該当する職種を1つだけお選び下さい。 問4 この一年間で在宅医療にかかわったことがありますか。
(依頼や退院時カンファレンスへの参加を含む。)

問5 在宅あるある会の時間はいかがでしたか。

医師

1人

(2.2%) 歯科衛生士

1人

(2.2%)

薬剤師

6人

(13.3%)

看護職

10人

(22.2%)

栄養士

2人

(4.4%)
リハビリ職

1人

(2.2%)

ソーシャルワーカー

5人

(11.1%)

ケアマネジャー

16人

(35.6%)

介護職

2人

(4.4%)

事務職

1人

(2.2%)

ある

37人

(82.2%)

ない

8人

(17.8%)

ちょうどよい

39人

(88.6%)

長い

5人

(11.4%)

問6 講演『地域の在宅医療・介護を支える介護支援専門員の機能と役割～介護支援専門員の視点から見る苫小牧
の現状と連携について～』は参考になりましたか。

問7 問6の回答を選択した理由について具体的に教えてください。

とても参考になった

23人

(52.3%)

やや参考になった

20人

(45.5%)

どちらともいえない

1人

(2.3%)

• 関心を持てる内容が少
なく、時間が長く感じた。

•介護支援専門員の役割についてわかっているつもりで
いたが実は業務範囲外であること等改めて定められて
いる業務範囲について確認することができたため

• シャドーワーク、グレーゾーンの仕事をして下さっている
ケアマネの仕事を知ることができたこと

• ケアマネの苦悩、ケアマネからみた地域、連携を知れ
たことは新鮮でした。日々、地域のために尽力感謝し
ています

•以前訪問診療に携わり、他職種の連携の大切さ理
解しているつもりでいます。クリニックの看護師として、
患者が自宅でより快適に過ごせるようかかわっていきた
いです。ケアマネや訪看からの情報が貴重なのでどんど
ん看護師を頼っていただきたい。

•医療へのかかわりづらさを生の声で聴くことができました

•主治医問診の伝えたいこと、軽度者の福祉用具の必
要性を書き、意見書に反映することが参考になった

•介護支援専門員として新たな気付きや再確認できた
こと等、学ぶことが多くあった

•苫小牧の現状を確認できて良かったと思います

•ケアマネの役割について細かな事まで理解しておらず任せてしまうこと
も多かったように思う。病院側や介護側との連携がますます必要に
なってくることも理解していてお互いを知り何が必要かなと歩み寄る姿
勢も必要だと思いました

•介護支援専門員の役割は勉強したつもりで関わらせていただいてま
したが、見えないグレーゾーンに悩まれていることがわかりました

•医療系サービスの導入は、サービスを利用することの効果や、必要
性について病院のスタッフだけでは適切な判断ができない(医療処置
がない＝医療系サービス不必要と安直に判断しまうこともある)ので、
ケアマネの判断を得つつ医師の意見を引き出していくことが有効と感
じた

•主治医意見書の書き方もポイントに気をつけて記入した方が良いこ
とがわかりました。アンケート結果からケアマネ、医療側との意見の違
いがあり担当者会議にはできるだけ参加できるよう工夫していきたい

•医療関係者が入院時連携が必要だと考えているが在宅療養生活
への視点が欲しかった。ケアマネとの連携のしづらさを感じている所
は、ケアマネの発信がより必要。

•生活視点の介護支援側と医療視点の医療職側の連携の課題が
明確になったが、解決に至る具体的な方策が困難



とても参考になった

23人

(51.1%)
やや参考になった

17人

(37.8%)

どちらともいえない

3人

(6.7%)

あまり参考にならなかった

2人

(4.4%)

問8 実践報告『介護支援専門員の立場から』は参考になりましたか。

•聞きづらかった

•困難事例について知りたかった

問9 問8の回答を選択した理由について具体的に教えてください。

•実際に現場に携わっている業務内容だけではなく、日
頃触れることができないような思いや葛藤について知
ることができたため。また、思いをしることで違う業種と
して改めて連携の取り方等について考えることができた
ため

• いろんな場面で大変な思いされてることがわかりまし
た。独居の方でキーパーソンがいない方の時はついケ
アマネさんに協力をお願いしてしまうが、できることでき
ないことがあると理解しました。協力して患者さんを支
えて行けたらと思います

•色々な困難がある事は漠然と分かっていたが、それが
より鮮明になった

•医療介護連携で苦労されている内容に共感したり、
連携方法についての説明が自分自身へのアドバイス
として役立てられる内容でした

• ケアマネ業務内容で苦慮している点に共感できました

•実践報告が何より参考になります

•主として活動と他がやらないフォロー役を担わるをえない苦
悩が感じられた。連携をしていく上でお互いにできることを
分け合いより良い環境を作っていけると良いと感じました

•日頃の業務から、ケアマネの苦悩を感じることが多くありま
す。自身の仕事の大変さを感じつつ働いていますが、ケア
マネの仕事の魅力は何かと知りたくなります

•他のケアマネの体験やお話を聞ける機会としてとても貴重
な時間でした。普段の業務の中で葛藤や迷いながらも利
用者や家族のために、日々頑張っていることを知ることが
でき、今後の参考とさせていただきます

•立場の違いによる考え方の違いがわかった

•訪問看護師として協働できることもあるのではと思いました

問10 今回の在宅あるある会に参加し、在宅医療における介護支援専門員との協働についてどう思われましたか。

協働したいと思った

12人

(27.3%)

さらに知識を深めたいと思った

22人

(50.0%)

興味を持った

10人

(22.7%)

問11 問10で協働したいと思ったと回答した方にお伺いします。具体的にどのように協働していきたいと思いましたか。

•医療関係者、特に医師の方々と直接やりとりできる機会を作っていけたらと思いました

•医師とケアマネの繋ぎ

•常の情報交換がしやすい環境を作り、連携していく

• ケアマネとの情報共有の場がもっとあると良いと思いました

•病院内でもケアマネ業務を知らない職種がいて、日々、苦労をしています。必用な相談があれ
ばMSWに相談していただけたらと思います

•在宅での食の問題点を示してもらい、訪問指導や料理教室から在宅での生活が長く継続で
きる支援を行うことができるといいなと思います

•医師だけでなく、在宅に関わる全ての職種で必要だと思う

• 協働しなければならない。在宅生活を支えられない

•医師からの発信が必要

• できていないところに気づかされました。(医療系のサービス導入について医師との連携が甘かった。)
今後は今よりも積極的にかかわることを意識します

•互いがリスペクトできる関係性を作る

問12 今後、在宅医療における介護支援専門員への依頼で控えたいこと(控えて欲しいこと)を教えてください。

• 病院の通院同行

• 受診の付き添いはヘルパーさんまたは家族の方にしてもらうようにしたいと思います

• 身寄りのない方について。物品の調達

• 医療、特に病気の事を知ってて当たり前という先入観は持たないでほしいです

• 何ヶ月も入院で、在宅復帰は難しいと教えてくれて、面会にも行けてないのに、介護保険区分変更は頼まれる。？と思います

• 控えたいことよりも、身寄りがいない人に対しての、成年後見人制度の活用を早めに判断して対応してもらえていると、医療機関は助かります

• このようなケースがありました。外来看護師が患者の困りごとをドクターに伝えることを躊躇し、ケアマネに何とかしてほしいと連絡される。問診票に記載
しても、医療的サービスにチェックが入らない。問診票の意味はないのでは

• できることとできないことを理解したうえで依頼

• むしろ連携をする為でしたら依頼していただいて良いと思います。できないことはできませんが

• 情報共有できる様、お知らせ頂けると助かります

• ケアマネと連携とりながら関わっていきたいです

• 現時点で無理な依頼はしていないつもりでした

問13 今後、開催してほしいテーマ研修はありますか。 ※複数回答可
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在宅医療にかかわる多職種連携について

在宅医療にかかわる情報共有について

病院と施設と在宅医療にかかわる機関との連携について

在宅での看取り・緩和ケアについて

在宅医療にかかわる職種の教育について

在宅でできる検査・処置について

地域でできる食支援について

その他
予防医療、機能性医学(病気の発症原因を追究し、原因から改善を目指す医
学)に関すること

身寄りのいない人に対しての退院支援について



問14 今後、在宅あるある会で取り上げて欲しい内容があればご記入ください。

• 多職種連携をとる場合、どなたからのどういうアプローチが効果的なのか？

• 訪問介護の在宅あるあるや連携の課題など

• 成年後見人制度について

• 未来の在宅医療について

問15 その他、在宅あるある会についてのご意見ご質問があればご記入ください。

• いつも有意義な研修参加の機会をご準備いただきありがとうございます。自己研鑽に励みます

• 日頃より情報発信等ありがとうございます


